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1．はじめに 

運動・スポーツ実施はその特徴として，準公共

財や公共財であることも多く，市場価格が存在し

ない種目も多い一方で，費用負担が必要になる種

目もある．海老原（2012）は，高価な財支出やサ

ービス支出を伴うスポーツと収入には有意な関連

があることを報告している．2010 年の笹川スポ

ーツ財団の報告では，運動・スポーツ種目の実施

と個人年収との関連性を報告しているが，年収区

分幅が 2012 年データ，2014 年データと一致して

いないために 3時点の比較検討が困難となってい

る．また，頻度の区分幅も年 1回以上に限定され

ているために高頻度（月 1回以上，週 2回以上）

での関連性は未検討となっている． 

2．目的  

本研究では，2010 年・2012 年・2014 年の 3 時

点の笹川スポーツ財団のデータを同じ年収区分幅

と頻度区分幅に再集計し，個人年収・世帯年収別

と運動・スポーツ実施の関連性を明らかにするこ

とを目的とする． 

3．研究方法 

笹川スポーツ財団の 2010 年・2012 年・2014 年

のスポーツライフ・データを使用する．個人年

収・世帯年収とスポーツライフ・データの運動・

スポーツ実施頻度を（年１回以上，月 1回以上，

週 2 回以上）に再集計し，χ²検定をおこなった． 

4．結果と考察 

「ゴルフ」の2010年・2012年・2014年を3時 

点で比較すると，年1回以上でみると，2010年

では（χ²=27.791，df=3）5％水準で有意，2012年

では(χ²=26.321，df=3）5％水準で有意，2014年

では（χ²=18.046，df=3）5％水準で有意と，全て

の時点で実施と年収に有意な関連性がみとめられ

た．また，月1回以上の2010年，2012年，週2

回以上の2010年にも年収との関連がみられた．

しかし，月1回以上の2014年と週2回以上の

2012年，2014年では有意な関連性がみとめられ

なかった． 

高価な利用料金，専門的道具が必要な運動・ス

ポーツ種目は，個人年収・世帯年収との関連性が

大きいと考えられるが，表のように「ゴルフ」で

も実施頻度区分が高頻度になると，個人年収・世

帯年収と運動・スポーツ実施頻度の関連性が失わ

れることが伺えた．  

ここでは示さないが，「水泳」のように低年収

区分（200万円未満）で有意差がみとめられるこ

とも確認されている．「水泳」は，公共施設など

を利用することによって低価で実施できる．また，

高価な道具を使用せずに実施できることが個人年

収・世帯年収と実施に関連していると考えられる． 

「ジョギング・ランニング」は場所や施設にか

かわらず，手軽に低価で実施できる種目である．

しかしながら，月1回以上の2014年，週2回以

上の2014年以外全ての実施頻度区分で実施と収

入の有意な関連性がみとめられた．影響している

要因としては，ジョギングブームを支えるランナ

ー達の年齢構成が関係しているのかもしれない． 
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